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、維持されなくてはならないものなの





































3 ・ 収入と「変動経費＋人件費」を比較して黒字・ 上記経費に、教室使用料、水道光熱費、保守・修繕、減価償却費、施設費等を含めると赤字










































5 時間以下 5,300 円
5 時間超え～ 10 時間以下 6,300 円
10 時間超え～ 15 時間以下 7,300 円
15 時間超え～ 20 時間以下 8,300 円
20 時間超え～ 25 時間以下 9,300 円
25 時間超え～ 30 時間以下 10,300 円
30 時間超え～ 35 時間以下 11,300 円
35 時間超え～ 40 時間以下 12,300 円
40 時間超え～ 45 時間以下 13,300 円
45 時間超え～ 50 時間以下 14,300 円
50 時間超え～ 55 時間以下 15,300 円
55 時間超え～ 60 時間以下 16,300 円
60 時間超え～ 65 時間以下 17,300 円
以下５時間ごとに 1,000 円を加えた額とする。
－ 54 －
この料金表は大学の知を開放するのにふさわしい金額を示しているのかどうか、ここでは明確に
できない。ただ、これだけの金額を公開講座に支払うことができる人々に受講者が限定されている
現実があることは否めない。赤字解消を目的とした受講料の「値上げ」は極力避けるべきであろう
し、まず先に現行の受講料設定が正しいものかどうかの再検討をおこなっていくことが優先される
べきことだろう。
もともと、学習行為というものは、娯楽・遊興的行為とは違って長時間の知的な模索や訓練をお
こなう中で「苦痛」すら伴うものであり、誰もが好んで参加する性格のものではない。とりわけ高
等教育段階においては、⑴カリキュラムの制約が初等・中等教育と比較して少なく、その系統性の
維持に自由度があること、⑵知識の習得過程よりも知識創造の過程が重視される点に、それぞれ固
有の特性がある。学卒後においてなお「教育・研究」の世界に臨む人々の中には、それ相当の理由
があるものとみることができる。
高等教育段階における教育・研究過程に難解なイメージが強くあることは否めない。ただ、それ
が大学の持つ本質であることも現実である。したがって、大学知識の開放にあたっては、ときには
身近さや親しみのあるフレーズを用いた広報戦略をとるとともに、場合によっては実学的側面を前
面に押し出すという工夫が必要になることもあろう。
特に大学にしか存在しない（他の学習機関で代替できない）ような、最も大学らしい知識領域を
公開するにあたっては、より一層参加のための負担を軽減する努力が求められる。ところが、現行
の受講料設定はかなり高額の部類に入る。他大学では法人化にあわせて無料化・減額化する動きも
少なからず存在したと言われる。公開講座に容易にアクセスできるような受講料設定が求められて
いる。
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